
定時株主総会招集ご通知
第92回

令和6年6月27日（木曜日）
午前10時

日 時

場 所

議 案

証券コード：1921

東京都中央区勝どき四丁目6番2号
当社本社7階会議室

第１号議案　剰余金の処分の件
第２号議案　取締役（監査等委員である

取締役を除く）4名選任の件
第３号議案　監査等委員である取締役

3名選任の件
第４号議案　会計監査人選任の件
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株主各位

証券コード　1921
令和６年６月７日

株 主 各 位
東京都中央区勝どき四丁目６番２号

取締役社長 深 沢 　 隆

１．日 時 令和６年６月27日（木曜日）午前10時
２．場 所 東京都中央区勝どき四丁目６番２号

当社本社７階会議室
（会場が昨年と異なっておりますので、末尾の「株主総会会場ご案内」をご参照
くださいますようお願い申し上げます。）

３．目 的 事 項
報 告 事 項 １．第92期（令和５年４月１日から令和６年３月31日まで）事業報告、連結計算

書類並びに会計監査人及び監査等委員会の連結計算書類監査結果報告の件
２．第92期（令和５年４月１日から令和６年３月31日まで）計算書類報告の件

決 議 事 項
第１号議案 剰余金の処分の件
第２号議案 取締役（監査等委員である取締役を除く）４名選任の件
第３号議案 監査等委員である取締役３名選任の件
第４号議案 会計監査人選任の件

第92回定時株主総会招集ご通知
拝啓　平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
さて、当社第92回定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご通知申し上げます。
本株主総会の招集に際しては電子提供措置をとっており、株主総会参考書類等の内容である情報

（電子提供措置事項）については、後記「４．電子提供措置事項が掲載されるウェブサイト」に掲載
しておりますので、いずれかのウェブサイトにアクセス頂き、ご確認くださいますようお願い申し上
げます。
なお、当日ご出席されない場合は、インターネットまたは書面によって議決権を行使することがで

きますので、株主の皆様におかれましては、お手数ながら株主総会参考書類をご検討のうえ、令和６
年６月26日（水曜日）午後５時までに議決権行使してくださいますようお願い申し上げます。

敬　具
記

－ 1 －
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株主各位

【当社ウェブサイト】
https://www.tomoe-corporation.co.jp/ir/agm.html

【東京証券取引所ウェブサイト（東証上場会社情報サービス）】
https://www2.jpx.co.jp/tseHpFront/JJK010010Action.do?Show=Show

【三井住友信託銀行ウェブサイト（株主総会ポータルⓇ）】
https://www.soukai-portal.net

ＱＲコードは
議決権行使書用紙に

ございます

４．電子提供措置事項が掲載されるウェブサイト

「銘柄名（会社名）」に「巴コーポレーション」または「コード」に当社証券コード「1921」
を入力・検索し、「基本情報」、「縦覧書類/PR情報」を順に選択して、「縦覧書類」にある
「株主総会招集通知/株主総会資料」欄よりご確認ください。

議決権行使書用紙にあるＱＲコードを読み取るか、ＩＤ・初期パスワードをご入力ください。
以　上

当日ご出席の際は、お手数ながら議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいますようお願い申し上げま
す。
電子提供措置事項に修正が生じた場合は、上記「４．電子提供措置事項が掲載されるウェブサイト」の各ウェ

ブサイトにおいて、その旨、修正前の事項及び修正後の事項を掲載させて頂きます。
本株主総会につきましては、書面交付請求の有無にかかわらず、一律に電子提供措置事項を記載した書面をお

送りいたします。
なお、電子提供措置事項のうち、次の事項につきましては、法令及び当社定款第12条の規定に基づき、お送

りする書面には記載しておりません。したがいまして、当該書面に記載している事業報告、連結計算書類及び計
算書類は、会計監査人が会計監査報告を、監査等委員会が監査報告を作成するに際して監査をした対象書類の一
部であります。
・事業報告の「５．取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他業務の適
正を確保するための体制及び当該体制の運用状況の概要」

・連結計算書類の「連結株主資本等変動計算書」及び「連結注記表」
・計算書類の「株主資本等変動計算書」及び「個別注記表」

〈株主様へのお願い〉
株主総会にご出席の株主様にお配りしておりました粗品は取りやめさせて頂いております。何卒ご理解くださ

いますようお願い申し上げます。

－ 2 －
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議決権行使案内

議決権行使についてのご案内
株主総会における議決権は、株主の皆さまの大切な権利です。
株主総会参考書類をご検討のうえ、議決権を行使してくださいますようお願い申し上げます。
議決権を行使する方法は、以下の３つの方法がございます。

株主総会に
ご出席される場合

インターネットで議決権を
行使される場合

書面（郵送）で議決権を
行使される場合

議決権行使書用紙を会場受付にご提
出ください。

次ページの案内に従って、議案の賛
否をご入力ください。

議決権行使書用紙に議案に対する賛
否をご表示のうえ、ご返送くださ
い。

日　時 行使期限 行使期限

令和６年６月27日（木曜日）
午前10時（受付開始：午前９時）

令和６年６月26日（水曜日）
午後５時入力完了分まで

令和６年６月26日（水曜日）
午後５時到着分まで

議決権行使書用紙のご記入方法のご案内
こちらに議案の賛否をご記入ください。

第１、４号議案
● 賛成の場合 「賛」の欄に〇印
● 反対する場合 「否」の欄に〇印
第２、３号議案

● 全員賛成の場合 「賛」の欄に〇印
● 全員反対する場合 「否」の欄に〇印

● 一部の候補者を反対する場合
「賛」の欄に〇印をし、
反対する候補者の番号を
ご記入ください。

議 決 権 行 使 書
御中

株主番号　○○○○○○○○ 　議決権の数 XX 個

スマートフォン用
議決権行使
ウェブサイト
ログインQRコード

1.　

2.

3.

4.　

○○○○○○○

（
切
取
線
）

○○○○

○○○○○○○

××××年　×月××日

※議決権行使書用紙はイメージです。

インターネットと書面により、二重に議決権行使された場合は、インターネットによるものを有効な議決権行使としてお取扱いさせて頂きま
す。また、インターネットによって複数回議決権行使された場合は、最後に行われたものを有効な議決権行使としてお取扱いさせて頂きます。
書面により議決権を行使された場合の議決権行使において、議案に対する賛否の表示がない場合には、賛成の表示があったものとしてお取扱

いさせて頂きます。

－ 3 －



『株主総会ポータル®』のご案内

招集通知の確認も議決権行使も簡単に！
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『株主総会ポータル』のご案内

スマートフォンで読みやすい
議案情報、企業情報、業績情報を読みやすく。
株主総会資料も閲覧できます。

簡単・便利にアクセスが可能
お手元のスマートフォン等で議決権行使書
用紙に記載のQRコード®を読み取り簡単に
アクセスできます。

ID・パスワードの入力は不要です。
※QRコードは（株）デンソーウェーブの登録商標です。

議決権行使も楽々
ボタン1つで議決権行使画面へ移動。
議案を確認後、そのまま議決権行使が
可能です。

インターネットによる議決権行使期限　2024年6月26日（水）午後5時まで

－ 4 －
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『株主総会ポータル』のご案内

PC等からもアクセスいただけます

≪議決権行使方法≫
ログイン後の画面で「議決権行使へ」ボタンをクリックし、以降は画面の案内に従って賛否をご入
力ください。

議決権行使ウェブサイトも引き続きご利用いただけます。
▶https://www.web54.net

三井住友信託銀行
証券代行ウェブサポート 専用ダイヤル

0120-652-031（受付時間  9時～21時）

●�一度議決権を行使した後で行使内容を変更される場合、議決権行使書用紙に記載の「議決権行使
コード」「パスワード」をご入力いただく必要があります。
●�インターネットと書面により重複して議決権を行使された場合は、インターネットによる議決権
行使を有効なものといたします。また、インターネットによって複数回議決権を行使された場合は、
最後に行われたものを有効な議決権行使としてお取扱いいたします。
●1・4・7・10月の第1月曜日0：00～5：00は、メンテナンスのためご利用いただけません。

株主総会ポータルのご利用方法・インターネットによる議決権行使に関するお問い合わせ

ご注意事項

ぜひQ&Aもご確認
ください。

以下のURLより議決権行使書用紙に記載のログインID・パスワードをご入力のうえアクセスしてく
ださい。

株主総会ポータルURL　▶https://www.soukai-portal.net

－ 5 －
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剰余金処分議案

第１号議案 剰余金の処分の件

株主総会参考書類

　剰余金の処分につきましては、以下のとおりといたしたいと存じます。

期末配当に関する事項
当社は、長期的な観点から安定的配当に努め、経営基盤の充実と企業競争力の強化を図るべく内部

留保の充実に留意し、業績及び将来の見通し等総合的な観点から利益還元を行うことを基本方針とし
ております。
第92期の期末配当につきましては、当期の業績動向を踏まえ、以下のとおりといたしたいと存じ

ます。
１．配当財産の種類

金銭
２．株主に対する配当財産の割当てに関する事項及びその総額

当社普通株式１株当たり金16円
配当総額は、647,952,560円

３．剰余金の配当が効力を生じる日
令和6年６月28日

－ 6 －



招
集
ご
通
知

株
主
総
会
参
考
書
類

事
業
報
告

計
算
書
類

監
査
報
告

2024/05/28 18:15:48 / 23070564_株式会社巴コーポレーション_招集通知_電子提供措置用

取締役（監査等委員である取締役を除く）選任議案

第２号議案 取締役（監査等委員である取締役を除く）４名選任の件

候補者番号 氏　名 当社における地位

1 ふ か

深
さ わ

沢
 

　
 

　
たかし

隆 代表取締役社長 社長執行役員 再 任
　

2 た か

髙
も と

本
 

　
と し

敏
ゆ き

行 代表取締役 専務執行役員 再 任
　

3 か ん

神
ざ き

崎
 

　
け ん

謙
じ

二 取締役 専務執行役員 再 任
　

4 み

三
き

木
 

　
や す

康
ひ ろ

裕 取締役 常務執行役員 再 任
　

再 任
　
再任取締役候補者

　取締役（監査等委員である取締役を除きます。以下、本議案において同じです。）全員（４名）
は、本総会終結の時をもって任期満了となります。つきましては、取締役４名の選任をお願いするも
のであります。
　なお、本議案につきましては、監査等委員会において検討がなされましたが、意見はございません
でした。
　取締役候補者は次のとおりであります。

－ 7 －
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取締役（監査等委員である取締役を除く）選任議案

候補者番号

1 ふ か

深
さ わ

沢
 

　
 

　
た か し

隆 （昭和30年２月26日生）

所有する当社の株式数……………… 108,500株
在任年数……………………………… 17年
取締役会出席状況…………………… 12/12回　　

再 任
　

［略歴、当社における地位及び担当］
昭和    52年    4 月 当社入社
平成    14年    6 月 当社取締役、鉄構営業部門担当兼

鉄構営業第一部統括部長
平成    17年    7 月 当社執行役員、事業開発部兼鉄構

部門担当
平成    18年    1 月 当社常務執行役員
平成    19年    6 月 当社取締役（現任）
平成    20年    6 月 当社鉄構部門・事業開発部担当兼

事業開発部長
平成    21年    6 月 当社専務執行役員、鉄構部門長、

事業開発部担当

平成    22年    6 月 当社副社長執行役員
平成    23年    6 月 当社事業部門長兼営業統括
平成    24年    6 月 当社事業部門長
平成    25年    6 月 当社代表取締役（現任）
平成    26年    6 月 当社取締役社長兼社長執行役員

（現任）
令和    3 年    4 月 当社事業部門総括

現在に至る

［重要な兼職の状況］
なし

取締役候補者とした理由
当社事業における豊富な知識と経験を活かし、さらなる事業の拡大に貢献するとともに、当社グループ
の経営を牽引し、経営の重要事項の決定、グループ全体の監督機能強化を期待できるものと判断し、引
き続き取締役としての選任をお願いするものであります。

－ 8 －



招
集
ご
通
知

株
主
総
会
参
考
書
類

事
業
報
告

計
算
書
類

監
査
報
告

2024/05/28 18:15:48 / 23070564_株式会社巴コーポレーション_招集通知_電子提供措置用

取締役（監査等委員である取締役を除く）選任議案

候補者番号

２ た か

髙
も と

本
 

　
と し

敏
ゆ き

行 （昭和29年８月７日生）

所有する当社の株式数……………… 24,300株
在任年数……………………………… 9年
取締役会出席状況…………………… 12/12回　　

再 任
　

［略歴、当社における地位及び担当］
昭和    48年    4 月 当社入社
平成    17年    8 月 当社鉄構部門鉄構営業部副部長
平成    20年    4 月 当社大阪支店長
平成    22年    10月 当社鉄構部門鉄構営業副統括兼鉄

構営業第一部長
平成    23年    6 月 当社執行役員、事業部門営業副統

括兼鉄構営業第一部長兼営業管理
部長

平成    24年    6 月 当社鉄構営業統括
平成    26年    6 月 当社常務執行役員
平成    27年    6 月 当社取締役（現任）

平成    28年    4 月 当社鉄構事業副事業部長兼西日本
営業統括

平成    30年    6 月 当社専務執行役員（現任）
令和    2 年    4 月 当社鉄構事業部長
令和    2 年    6 月 株式会社札幌巴コーポレーション

代表取締役社長
令和    3 年    4 月 当社営業総括
令和    4 年    4 月 当社鉄構部門長、工場生産総括
令和    4 年    6 月 当社代表取締役（現任）
令和    5 年    1 月 当社工場生産統括
令和    6 年    4 月 当社鉄構部門総覧

現在に至る
［重要な兼職の状況］
なし

取締役候補者とした理由
鉄構事業を担当する取締役として、豊富な営業経験と実績を活かし、さらなる事業の拡大に貢献できる
ものと判断し、引き続き取締役としての選任をお願いするものであります。

候補者番号

3 か ん

神
ざ き

崎
 

　
け ん

謙
じ

二 （昭和33年４月11日生）

所有する当社の株式数……………… 13,900株
在任年数……………………………… 3年
取締役会出席状況…………………… 12/12回　　

再 任
　

［略歴、当社における地位及び担当］
昭和    56年    4 月 当社入社
平成    21年    4 月 当社建設部門建設工事部副部長
平成    27年    7 月 当社事業部門建設工事部長
平成    30年    4 月 当社執行役員
令和    2 年    4 月 当社上席執行役員、事業部門建設

事業建設工事統括

令和    3 年    4 月 当社常務執行役員、
建設部門長（現任）

令和    3 年    6 月 当社取締役（現任）
令和    4 年    4 月 当社専務執行役員（現任）
令和    5 年    4 月 当社工事総括

現在に至る
［重要な兼職の状況］
なし

取締役候補者とした理由
建設工事の責任者としての豊富な知識と経験を活かし、建設事業を担当する取締役として、客観的かつ
長期的観点から業務執行を行い、さらなる企業価値向上に貢献できるものと判断し、引き続き取締役と
しての選任をお願いするものであります。

－ 9 －
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取締役（監査等委員である取締役を除く）選任議案

候補者番号

4 み

三
き

木
 

　
や す

康
ひ ろ

裕 （昭和39年７月13日生）

所有する当社の株式数……………… 6,400株
在任年数……………………………… 5年
取締役会出席状況…………………… 12/12回　　

再 任
　

［略歴、当社における地位及び担当］
昭和    62年    4 月 株式会社住友銀行（現株式会社三

井住友銀行）入行
平成    21年    4 月 同行東京中央法人営業第三部副部

長
平成    23年    4 月 同行ストラクチャー審査部上席審

査役
平成    25年    4 月 ＳＭＢＣキャピタル・マーケット

会社（ニューヨーク）副社長

平成    27年    4 月 アジアＳＭＢＣキャピタル・マー
ケット会社（香港）社長

平成    29年    9 月 株式会社三井住友銀行監査部上席
考査役

平成    31年    4 月 当社入社、常務執行役員（現任）
本社部門副部門長

令和    元年    6 月 当社取締役（現任）
令和    2 年    6 月 当社本社部門長

現在に至る
［重要な兼職の状況］
なし

取締役候補者とした理由
金融機関での豊富な知見を有しており、客観的かつ長期的観点から業務執行を行い、さらなる企業価値
向上に貢献できるものと判断し、引き続き取締役としての選任をお願いするものであります。

（注）１.各候補者と当社との間に特別の利害関係はありません。
２.当社は、当社取締役及び「事業報告の１.(6)重要な子会社の状況」に記載の当社子会社の取締役及び

監査役（当事業年度中に在任していた者を含む。）を被保険者として、会社法第430条の３第１項
に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で締結しており、保険料は全額当社が負担し
ております。当該保険契約では、被保険者が職務の執行につき行った行為（不作為を含む）に基づ
いて、保険期間中に損害賠償請求を受けた場合に、被保険者が法律上負担すべき損害賠償金及び訴
訟費用を補填することとされております。但し、被保険者の職務執行の適正性が損なわれないよう
にするため、被保険者が違法に利益又は便宜を得たこと、犯罪行為、不法行為、詐欺行為又は法
令、規則に違反することを認識しながら行った行為に起因する損害賠償につきましては補填されま
せん。各候補者が取締役に選任され就任した場合は、当該保険契約の被保険者となります。また、
当該保険契約は、１年毎に契約更新しております。

－ 10 －
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監査等委員である取締役選任議案

第３号議案 監査等委員である取締役３名選任の件

候補者番号 氏　名 当社における地位

1 ほ り

堀　
き り

切
 

　
よ し

良　
ひ ろ

浩 取締役常勤監査等委員 再 任 社 外 独 立
　

2 こ ん

近　
ど う

藤
 

　
か ず

一　
き

樹 取締役常勤監査等委員 再 任 社 外 独 立
　

3 い か ら し

五十嵐　
き

規
く

矩
お

夫 新 任 社 外 独 立
　

再 任
　
再任取締役候補者 新 任

　
新任取締役候補者 社 外

　
社外取締役候補者 独 立

　
証券取引所の定めに基づく独立役員

　監査等委員である取締役全員（３名）は、本総会終結の時をもって任期満了となります。つきまし
ては、監査等委員である取締役３名の選任をお願いするものであります。
　なお、本議案につきましては、監査等委員会の同意を得ております。
　監査等委員である取締役候補者は次のとおりであります。

－ 11 －
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監査等委員である取締役選任議案

候補者番号

1 ほ り

堀
き り

切
 

　
よ し

良
ひ ろ

浩 （昭和34年３月１日生）

所有する当社の株式数……………… 4,300株
在任年数……………………………… 8年
取締役会出席状況…………………… 12/12回　　

再 任
　

［略歴、当社における地位及び担当］
昭和    56年    4 月 株式会社日本興業銀行（現株式会

社みずほ銀行）入行
平成    14年    1 月 同行大阪営業第三部第二班副参事

役
平成    19年    4 月 株式会社みずほ証券金融・公共法

人営業グループ統括部長
平成    20年    7 月 市光工業株式会社執行役員経理本

部長

平成    24年    4 月 保土谷化学工業株式会社執行役員
経理部長

平成    26年    6 月 同社取締役兼常務執行役員
平成    28年    6 月 当社社外取締役（監査等委員）

現在に至る

［重要な兼職の状況］
なし

社外取締役候補者とした理由及び期待される役割の概要
平成28年６月に当社監査等委員である社外取締役に就任後、これまでの経験をもとに有益な発言を頂
いていることから、引き続き監査等委員である社外取締役としての選任をお願いするものであります。

候補者番号

2 こ ん

近
ど う

藤
 

　
か ず

一
き

樹 （昭和38年４月７日生）

所有する当社の株式数……………… 2,900株
在任年数……………………………… 4年
取締役会出席状況…………………… 12/12回　　

再 任
　

［略歴、当社における地位及び担当］
昭和    62年    4 月 株式会社三菱銀行（現株式会社三

菱ＵＦＪ銀行）入行
平成    18年    1 月 株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行（現

株式会社三菱ＵＦＪ銀行）大阪営
業本部大阪営業第一部次長

平成    21年    10月 同行世田谷支社長
平成    23年    6 月 同行人事部（大阪）副部長

平成    24年    9 月 同行新丸の内支店長兼東京営業部
長

平成    27年    6 月 エム・ユー・フロンティア債権回
収株式会社執行役員法人業務本部
副本部長兼法人業務第1部長

令和    元年    6 月 同社常務取締役
令和    2 年    6 月 当社社外取締役（監査等委員）

現在に至る
［重要な兼職の状況］
なし

社外取締役候補者とした理由及び期待される役割の概要
これまでの豊富な経験をもとに、多角的な観点から職務を適切に遂行できると判断し、引き続き監査等
委員である社外取締役としての選任をお願いするものであります。

－ 12 －
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監査等委員である取締役選任議案

候補者番号

3 い か ら し

五十嵐　
き

規
く

矩
お

夫（昭和40年11月16日生）

所有する当社の株式数 …… －株
在任年数 …………………… －年
取締役会出席状況 ………… －回　　

新 任
　

［略歴、当社における地位及び担当］
平成    4 年    4 月 国立東京工業大学工学部助手就任
平成    7 年    4 月 同助教授
平成    12年    4 月 同大学院理工学研究科助教授

平成    19年    4 月 同准教授
平成    28年    4 月 国立大学法人東京工業大学環境・

社会理工学院准教授
平成    29年    4 月 同教授

現在に至る
［重要な兼職の状況］
国立大学法人東京工業大学環境・社会理工学院教授
一般社団法人日本鋼構造協会　建築鉄骨品質管理機構　鉄骨工事管理責任者専門委員会委員長

社外取締役候補者とした理由及び期待される役割の概要
これまで会社経営には関与しておりませんが、当社が得意とする構造設計に精通しており、その豊富な
経験をもとに、多角的な観点から職務を適切に遂行できると判断し、新任の監査等委員である社外取締
役としての選任をお願いするものであります｡

（注）１.各候補者と当社との間には特別の利害関係はありません。
２.堀切良浩、近藤一樹、五十嵐規矩夫の各氏は、社外取締役候補者であります。
３.堀切良浩氏の監査等委員である社外取締役の在任期間は、本総会終結の時をもって８年となりま

す。
４.近藤一樹氏の監査等委員である社外取締役の在任期間は、本総会終結の時をもって４年となりま

す。
５.当社と堀切良浩氏、近藤一樹氏との間で、当社定款及び会社法第427条第１項の規定に基づき、同

法第423条第１項に定める損害賠償責任を法令が定める額に限定する契約を締結しております。な
お、両氏の再任が承認された場合には、当該契約を継続する予定であります。

６.五十嵐規矩夫氏が取締役に選任された場合、当社は同氏との間で、当社定款及び会社法第427条第
１項の規定に基づき、同法第423条第１項に定める損害賠償責任を法令が定める額に限定する契約
を締結する予定であります。

７.当社は、当社取締役及び「事業報告の１.(6)重要な子会社の状況」に記載の当社子会社の取締役及び
監査役（当事業年度中に在任していた者を含む。）を被保険者として、会社法第430条の３第１項
に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で締結しており、保険料は全額当社が負担し
ております。当該保険契約では、被保険者が職務の執行につき行った行為（不作為を含む）に基づ
いて、保険期間中に損害賠償請求を受けた場合に、被保険者が法律上負担すべき損害賠償金及び訴
訟費用を補填することとされております。但し、被保険者の職務執行の適正性が損なわれないよう
にするため、被保険者が違法に利益又は便宜を得たこと、犯罪行為、不法行為、詐欺行為又は法
令、規則に違反することを認識しながら行った行為に起因する損害賠償につきましては補填されま
せん。各候補者が取締役に選任され就任した場合は、当該保険契約の被保険者となります。また、
当該保険契約は、１年毎に契約更新しております。

８.社外取締役堀切良浩氏、近藤一樹氏につきましては、東京証券取引所及び札幌証券取引所に対し、
独立役員として届け出ております。なお、両氏の再任が承認された場合には、引き続き独立役員と
して届け出る予定であります。

９.五十嵐規矩夫氏につきましては、東京証券取引所及び札幌証券取引所の定めに基づく独立役員の要
件を満たしており、同氏の選任が承認された場合には、独立役員として届け出る予定であります。

－ 13 －



2024/05/28 18:15:48 / 23070564_株式会社巴コーポレーション_招集通知_電子提供措置用

【ご参考】株主総会後の取締役会のスキルマトリックス

氏名 当社における
地位（予定）

企業
経営

財務
会計

コンプ
ライアンス

安全
品質　環境

営業
戦略

生産・
施工技術 不動産 事業

開発 独立性

深 沢 　 隆 代表取締役社長
社長執行役員 ● ● ● ● ● ● ● ●

髙 本 敏 行 代表取締役
副社長執行役員 ● ● ●

神 崎 謙 二 取締役
専務執行役員 ● ● ●

三 木 康 裕 取締役
専務執行役員 ● ● ● ● ●

堀 切 良 浩 取締役
（常勤監査等委員） ● ● ● ● ● ●

近 藤 一 樹 取締役
（常勤監査等委員） ● ● ● ● ● ●

五 十 嵐 規 矩 夫 取締役
（監査等委員） ● ● ● ● ●

【ご参考】株主総会後の取締役会のスキルマトリックス
　本招集ご通知記載の候補者を原案どおりご選任いただいた場合、当社の取締役会は以下のようなス
キルを持ったメンバーにより構成されることになります。

※上記の一覧表は各氏の経験などを踏まえ、より専門的な知見を有する分野を表しており、該当するすべての知
見を表すものではありません。また、こちらのスキルマトリックスは令和６年７月１日からの当社体制に合わ
せて作成しております。

－ 14 －



招
集
ご
通
知

株
主
総
会
参
考
書
類

事
業
報
告

計
算
書
類

監
査
報
告

2024/05/28 18:15:48 / 23070564_株式会社巴コーポレーション_招集通知_電子提供措置用

会計監査人選任議案

第４号議案 会計監査人選任の件

名 称 仰星監査法人
事務所所在地 主 た る 事 務 所 東京都千代田区四番町６　東急番町ビル11階

その他の事務所 大阪府大阪市中央区安土町二丁目３番13号　大阪国際ビルデ
ィング12階
愛知県名古屋市中村区名駅四丁目４番10号　名古屋クロスコ
ートタワー12階

概 要 資 本 金 182百万円
(令和５年6月末現在) 構 成 人 員 社員 公認会計士 55名

（うち代表社員 10名）
職員 公認会計士 207名

会計士補・公認会計士試験合格者 87名
その他 51名
合計 400名

関 与 会 社 数 金融商品取引法・会社法監査 114社
（うち上場会社 111社）
その他監査 167社

沿 革 平成２年９月 北斗監査法人設立
平成11年10月 東京赤坂監査法人と合併し、東京北斗監査法人に名称変更
平成13年８月 Nexia Internationalに加盟
平成18年10月 監査法人芹沢会計事務所と合併し、仰星監査法人に名称変更
平成23年７月 明澄監査法人と合併
平成26年７月 明和監査法人と合併

（現在に至る）

　当社の会計監査人であるEY新日本有限責任監査法人は、本総会終結の時をもって任期満了により
退任となりますので、監査等委員会の決議に基づき新たに会計監査人の選任をお願いするものであり
ます。
　監査等委員会が仰星監査法人を会計監査人の候補者とした理由は、現任会計監査人の監査継続年数
が長期にわたっており、新たな視点での監査が必要な時期であること、並びに、当社の事業規模に見
合った機動的な監査が期待できることに加え、会計監査人として要求される専門性、独立性、品質管
理体制及び監査報酬等を総合的に勘案した結果、当社の会計監査人として適任と判断したものであり
ます。
　会計監査人候補者は次のとおりであります。

以　上

－ 15 －



2024/05/28 18:15:48 / 23070564_株式会社巴コーポレーション_招集通知_電子提供措置用

事業の経過及びその成果

事 業 報 告

( 令和 5 年 4 月 1 日から
令和 6 年 3 月31日まで )

１．企業集団の現況に関する事項
(1) 事業の経過及びその成果

当連結会計年度におけるわが国経済は、個人消費を中心に足踏みが見られるものの、設備投資
や雇用情勢が改善する下で、緩やかに回復しております。先行きにつきましては、緩やかな回復
が続くことが期待されますが、世界的な金融引締めに伴う影響や中国経済の先行き懸念、中東、
ウクライナ情勢の影響など、海外景気の下振れがわが国の景気を下押しするリスクとなっており
ます。

当業界におきましては、民間設備投資は持ち直しの動きが見られ、公共投資につきましては底
堅く推移しております。しかしながら、資材価格の高止まり傾向が続いているだけでなく、労働
力不足が顕在化しており、今後も注視が必要な状況となっております。

このような情勢下におきまして、当社グループは懸命な事業活動を展開いたしました結果、当
連結会計年度の受注高は、前期を８％下廻る289億５千７百万円、売上高につきましては前期を
７％下廻る333億４千２百万円となりました。

売上高の構成は、鉄構建設事業が前期を８％下廻る310億８千２百万円、不動産事業は前期を
６％上廻る22億６千万円となり、構成比は鉄構建設事業93％、不動産事業７％であります。

次期への繰越高は前期を６％下廻る321億２千９百万円となりました。
利益につきましては、営業利益は31億７千８百万円、経常利益は38億１千７百万円、親会社

株主に帰属する当期純利益は27億８千２百万円となりました。
受注工事の主なものは、（仮称）横浜Timber Wharf PJ 新築計画（株式会社ドラフト）、

（仮称）アルプスアルパイン株式会社いわき開発センターEMC新棟建築工事（アルプスアルパ
イン株式会社）、（仮称）家富町堀込線中橋上部工建設工事その１（栃木県）、2025年大阪・
関西万博パソナグループパビリオン建築工事（株式会社パソナグループ）、新御殿場市立図書館
等建築工事（静岡県御殿場市）、大手町二丁目常盤橋地区第一種市街地再開発事業　Torch 
Tower B棟（ホール棟）新築工事（三菱地所株式会社）などであります。

－ 16 －



招
集
ご
通
知

株
主
総
会
参
考
書
類

事
業
報
告

計
算
書
類

監
査
報
告

2024/05/28 18:15:48 / 23070564_株式会社巴コーポレーション_招集通知_電子提供措置用

事業の経過及びその成果

（単位：百万円）
区 分 前 期 繰 越 高 当 期 受 注 高 当 期 売 上 高 次 期 繰 越 高

鉄 構 建 設 事 業 34,254 28,957 31,082 32,129

不 動 産 事 業 － 2,260 2,260 －

合 計 34,254 31,217 33,342 32,129

なお、完成工事の主なものは、（仮称）草津市立プール整備・運営事業に係る建設工事（草津
シティプールＰＦＩサービス株式会社）、日本アトマイズ加工株式会社 つくば工場増築工事
（日本アトマイズ加工株式会社）、令和３年度東海環状板屋川高架橋鋼上部工事（国土交通省 
中部地方整備局）、鹿島線No.174～No.194鉄塔建替工事その2（東京電力パワーグリッド株式
会社）、（仮称）山都町総合体育館建築工事（熊本県上益城郡山都町）、R4施第13-1号ホーバ
ー旅客ターミナル新築工事（大分県）などであります。

当連結会計年度の企業集団の受注高・売上高・繰越高

（注）１.不動産事業の当期受注高は、便宜上、その売上高を記載しております。
２.記載金額は単位未満を切り捨てて表示しております。

－ 17 －
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設備投資等の状況、資金調達の状況、対処すべき課題

(2) 設備投資等の状況
当連結会計年度におきましては、塗装工場の建設及び福利厚生施設の購入その他で24億７千

４百万円の設備投資を実施いたしました。

(3) 資金調達の状況
当連結会計年度におきましては、今後の長期運転資金に備えるため、長期借入金40億円を調

達いたしました。

(4) 対処すべき課題
当社は、令和５年度からの５年をグループ保有力の有効活用を推進するとともに、事業基盤の

強化、周辺領域の拡大を図る５年と位置づけ、第３期中期経営計画『TOMOE BUILD up ５』
をスタートさせております。また、当社グループにおきましては、本年７月１日より、持分法適
用関連会社である株式会社巴技研、株式会社泉興産を連結子会社化するという、経営の近代化、
グループ経営資源の有効活用を目的とした大変革を実施することになっております。

建設業を取り巻く環境は、建設諸資材の高騰や人手不足等、厳しくかつ不透明な状況にありま
すが、「技術立社」「ニッチ志向」「付加価値を付け、収益重視」を企業方針とする当社としま
しては、根幹である「高付加価値、高営業利益率」を死守しつつ、さらなる企業価値の向上を目
指してまいる所存であります。

株主の皆様におかれましては、何卒今後ともご支援とご鞭撻を賜りますようお願い申し上げま
す。

－ 18 －
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財産及び損益の状況の推移

区 分 第　89　期
（2.4～3.3）

第　90　期
（3.4～4.3）

第　91　期
（4.4～5.3）

第　92　期
（5.4～6.3）

受 注 高 22,251百万円 38,642百万円 31,486百万円 28,957百万円
売 上 高 23,222百万円 25,301百万円 35,982百万円 33,342百万円
営 業 利 益 2,048百万円 3,497百万円 3,782百万円 3,178百万円
親 会 社 株 主 に 帰 属
す る 当 期 純 利 益 1,679百万円 2,756百万円 3,175百万円 2,782百万円

１株当たり当期純利益 42円42銭 69円64銭 80円20銭 69円32銭
総 資 産 51,005百万円 51,635百万円 56,567百万円 76,310百万円

31,486

22,251

38,642

第91期第90期第89期

28,957

第92期

（単位：百万円）受注高

35,982

23,222 25,301

第91期第90期第89期

33,342

第92期

（単位：百万円）売上高

3,782

2,048

3,497

第91期第90期第89期

3,178

第92期

（単位：百万円）営業利益

3,175

1,679

2,756

第91期第90期第89期

2,782

第92期

（単位：百万円）親会社株主に帰属する当期純利益

80.20

42.42

69.64

第91期第90期第89期

69.32

第92期

（単位：円）１株当たり当期純利益

56,567
51,005 51,635

第91期第90期第89期

76,310

第92期

（単位：百万円）総資産

(5) 財産及び損益の状況の推移
企業集団の財産及び損益の状況の推移

（注）１.記載金額は単位未満を切り捨てて表示しております。
２.第90期期首より、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 令和２年３月31日）等

を適用しております。
３.上記受注高には、「事業報告の１．(1)事業の経過及びその成果」において便宜上記載した不動産

事業の受注高を含めておりません。

－ 19 －
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重要な子会社の状況、主要な事業内容、主要な営業所及び工場

会 社 名 資 本 金 出 資 比 率 主 要 な 事 業 内 容

㈱札幌巴コーポレーション 50百万円 87.5％ 鋼構造物の製作、施工

㈱東北巴コーポレーション 80百万円 70.0％ 鋼構造物の製作、施工

(6) 重要な子会社の状況

鉄 構 建 設 事 業………立体構造物・橋梁・鉄骨・鉄塔の設計、製作、施工並びに総合建設
工事の企画、設計、施工

不 動 産 事 業………不動産の売買、管理及び賃貸借並びにこれらの仲介

(7) 主要な事業内容（令和６年３月31日現在）
当社グループは、当社、子会社２社及び関連会社２社で構成されており、建設業法による特定

建設業者（特－２第4607号）として国土交通大臣の許可と、宅地建物取引業法による宅地建物
取引業者（４）第87727号として東京都知事の免許を受けて、次の事業を行っております。

本 社 東京都中央区勝どき四丁目６番２号
支 店 東 京 支 店 （ 東 京 都 中 央 区 ）

札 幌 支 店 （ 北 海 道 札 幌 市 ）
東 北 支 店 （ 宮 城 県 仙 台 市 ）
西東北建設支店 （秋田県にかほ市）
宇 都 宮 支 店 （栃木県宇都宮市）
名 古 屋 支 店 （愛知県名古屋市）
大 阪 支 店 （ 大 阪 府 大 阪 市 ）
九 州 支 店 （ 福 岡 県 福 岡 市 ）

工 場 小 山 工 場 （ 栃 木 県 小 山 市 ）
札 幌 工 場 （北海道北広島市）
十 和 田 工 場 （青森県十和田市）

(8) 主要な営業所及び工場（令和６年３月31日現在）

（注）１.当社は、令和５年４月１日をもって、秋田営業所を支店へ昇格させ、西東北建設支店と名
称を改めております。

２.当社は、令和５年11月６日をもって、本社を東京都中央区月島四丁目16番13号から移転
しております。

－ 20 －
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従業員の状況、主要な借入先の状況、その他企業集団の現況に関する重要な事項

区 分 従 業 員 数 前 期 末 比 増 減

鉄 構 建 設 事 業 420名 18名増

不 動 産 事 業 1名 ２名減

全 社 （ 共 通 ） 45名 －

合 計 466名 16名増

従 業 員 数 前 期 末 比 増 減 平 均 年 齢 平 均 勤 続 年 数

387名 8名増 41.3歳 14.0年

(9) 従業員の状況（令和６年３月31日現在）
①　企業集団の従業員の状況

②　当社の従業員の状況

借 入 先 借 入 額

株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 5,497百万円

株 式 会 社 三 菱 Ｕ Ｆ Ｊ 銀 行 2,845百万円

株 式 会 社 み ず ほ 銀 行 2,832百万円

(10) 主要な借入先の状況（令和６年３月31日現在）

(11) その他企業集団の現況に関する重要な事項
当社は、令和５年11月６日をもって本社を東京都中央区勝どき四丁目６番２号に移転いたし

ました。
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会社の株式に関する事項

(1) 発行可能株式総数 140,000,000株
(2) 発行済株式の総数 40,763,046株（うち自己株式266,011株）
(3) 株 主 数 3,848名

株 主 名 持  株  数  （千株） 持 株 比 率 （ % ）

B L A C K 　 C L O V E R 　 L I M I T E D 2,633 6.5

公 益 財 団 法 人 野 澤 一 郎 育 英 会 2,420 5.9

株 式 会 社 野 澤 2,038 5.0

株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 2,023 4.9

住 友 不 動 産 株 式 会 社 1,978 4.8

株 式 会 社 三 菱 Ｕ Ｆ Ｊ 銀 行 1,929 4.7

株 式 会 社 み ず ほ 銀 行 1,928 4.7

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 1,303 3.2

三 井 物 産 株 式 会 社 1,186 2.9

株 式 会 社 ナ ガ ワ 1,121 2.7

２．会社の株式に関する事項

(4) 大株主（上位10名）

（注）１.持株比率は自己株式（266,011株）を控除して計算しております。
　　　２.持株数の千株未満は、切り捨てて表示しております。
　　　３.持株比率は、小数点第２位以下を切り捨てて表示しております。

－ 22 －
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会社役員に関する事項

地 位 氏 名 担 当 及 び 重 要 な 兼 職 の 状 況
代 表 取 締 役
取 締 役 社 長
社 長 執 行 役 員

深 沢 　 隆 事業部門総括

代 表 取 締 役
専 務 執 行 役 員 髙 本 敏 行 鉄構部門長、工場生産統括

取 締 役
専 務 執 行 役 員 神 崎 謙 二 建設部門長、工事総括

取 締 役
常 務 執 行 役 員 三 木 康 裕 本社部門長

取 締 役
（常勤監査等委員） 堀 切 良 浩

取 締 役
（常勤監査等委員） 近 藤 一 樹

取 締 役
（ 監 査 等 委 員 ） 元結正次郎 国立大学法人東京工業大学環境・社会理工学院名誉教授

３．会社役員に関する事項
(1) 取締役の氏名等（令和６年３月31日現在）

（注）１.取締役（監査等委員）堀切良浩、近藤一樹、元結正次郎の各氏は社外取締役であります。
２.取締役（常勤監査等委員）堀切良浩氏は、長年金融機関に在籍し、また事業会社の企画・経理担当

取締役としての経験があり、財務及び会計に関する相当の知見を有しております。
３.取締役（常勤監査等委員）近藤一樹氏は、長年の金融機関及び事業会社勤務の経験から、財務及び

会計に関する相当の知見を有しております。
４.取締役（監査等委員）元結正次郎氏は、長年、東京工業大学にて研究職に従事しており、当社が得

意とする構造設計に関する相当の知見を有しております。
５.社内の情報収集及び監査等の環境の整備を行うことにより、監査の実効性を高め、監査・監督機能

を強化するために、堀切良浩氏及び近藤一樹氏を常勤の監査等委員として選定しております。
６.社外取締役（監査等委員）堀切良浩、近藤一樹、元結正次郎の各氏は、東京証券取引所及び札幌証

券取引所の定めに基づく独立役員であります。
７.当社と各取締役（監査等委員）は、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条第１項の損

害賠償責任を限定する契約を締結しております。当該契約に基づく損害賠償責任限度額は、法令が
規定する額としております。
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会社役員に関する事項

氏　　名 退　　任　　日 退任事由 退任時の地位・担当及び
重要な兼職の状況

西 原 普 明 令和５年６月29日 任期満了 取締役常務執行役員

山 内 博 文 令和５年６月29日 任期満了 取締役常務執行役員

８.当社は、当社取締役及び「事業報告の１.(6)重要な子会社の状況」に記載の当社子会社の取締役及び
監査役(当事業年度中に在任していた者を含む。)を被保険者として、会社法第430条の３第１項に規
定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で締結しており、保険料は全額当社が負担してお
ります。当該保険契約では、被保険者が職務の執行につき行った行為（不作為を含む）に基づい
て、保険期間中に損害賠償請求を受けた場合に、被保険者が法律上負担すべき損害賠償金及び訴訟
費用を補填することとされております。但し、被保険者の職務執行の適正性が損なわれないように
するため、被保険者が違法に利益又は便宜を得たこと、犯罪行為、不法行為、詐欺行為又は法令、
規則に違反することを認識しながら行った行為に起因する損害賠償につきましては補填されませ
ん。また、当該保険契約は、１年毎に契約更新しております。

９.当事業年度に退任した取締役

－ 24 －
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会社役員に関する事項

(2) 取締役の報酬等
①役員報酬等の内容の決定に関する方針等

当社は、令和３年２月12日開催の取締役会において取締役（監査等委員であるものを除
く）の個人別の報酬等の決定方針を決議しております。
当事業年度に係る取締役の個人別報酬について、当該決定方針に基づき、基本報酬について

は、株主総会で決議された報酬の総額の範囲内において、業績への貢献度や職務遂行の評価を
考慮し、賞与については、株主総会で決議された報酬の総額の範囲内において、連結当期純利
益等を参考に、各取締役の当期の業績への貢献度や職務遂行の評価を考慮した上で、取締役会
から委任を受けた代表取締役社長である深沢隆が決定しております。
なお、委任された内容の決定にあたっては、監査等委員である取締役がその妥当性等につい

て確認していることから、取締役会としては、その内容が当該方針に沿うものであると判断し
ております。
取締役の個人別の報酬等の内容にかかる決定方針の内容は次のとおりです。

１．報酬決定の方法
当社取締役の報酬は、取締役（監査等委員であるものを除く）と監査等委員である取締役

を区分し、株主総会の決議によってその報酬枠を定め、取締役（監査等委員であるものを除
く）については監査等委員である取締役の意見を聞いたうえで、取締役会の決議により報酬
案の基本方針を決定する。代表取締役社長である深沢隆は各取締役の基本報酬の額及び、賞
与の評価配分の決定の委任を受けるものとし、取締役会にて決議された報酬案の基本方針に
基づき、決定する。

２．報酬決定の基本方針
a 各取締役に共通する事項
当社取締役の報酬は月例の基本報酬及び６月、12月の賞与であり、共に全額固定報酬と

する。月例報酬については業務内容及び能力、役位、職責、在任年数に応じて他社水準、当
社の業績を考慮しながら、総合的に勘案した上で報酬水準を決定する。賞与については月例
報酬の決定方法に加え、従業員の賞与額を参考に配分を決定する。
b 代表取締役
基本報酬については、当社全体の前年度予算の達成度及び当期業績への貢献度や職務遂行

の評価、中期経営計画の達成状況を考慮し、決定する。賞与については連結当期純利益等を
参考に、当社全体の当期業績への貢献度や職務遂行の評価を考慮し、決定する。

－ 25 －
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区　　分 報酬等の総額
（百万円）

報酬等の種類別総額（百万円） 対象となる
役員の員数
（名）基本報酬 業績連動

報酬等
非金銭
報酬等

取締役（監査等委員を除く）
（うち社外取締役）

139
(－)

139
(－)

―
(－)

―
(－)

6
(－)

取締役（監査等委員）
（うち社外取締役）

33
(33)

33
(33)

―
(－)

―
(－)

3
(3)

合　　計
（うち社外取締役）

173
(33)

173
(33)

―
(－)

―
(－)

9
(3)

c 事業部門担当取締役
・鉄構部門担当取締役
基本報酬については、鉄構部門前年度予算の達成度及び当期業績への貢献度や職務遂行

の評価を考慮し、決定する。賞与については、連結当期純利益等を参考に、鉄構部門の当
期業績への貢献度や職務遂行の評価を考慮し、決定する。
・建設部門担当取締役
基本報酬については、建設部門前年度予算の達成度及び当期業績への貢献度や職務遂行

の評価を考慮し、決定する。賞与については、連結当期純利益等を参考に、建設部門の当
期業績への貢献度や職務遂行の評価を考慮し、決定する。
・管理部門担当取締役
基本報酬については、事業部門担当取締役の報酬を参考に当社全体の予算の達成度や職

務遂行の評価を考慮し、決定する。賞与については、事業部門担当取締役の報酬を参考に
職務遂行の評価を考慮し、決定する。

３．報酬に関する株主総会の決議
当社の役員報酬等の額又はその算定方法の決定に関する方針及びその内容は、取締役（監

査等委員であるものを除く）と監査等委員である取締役を区分し、それぞれ総枠を取締役
（監査等委員であるものを除く）は年額300百万円以内、監査等委員である取締役は年額
100百万円以内として、平成28年６月29日開催の第84回定時株主総会において決議してい
る。

②当事業年度に係る報酬等の総額

－ 26 －
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（注）１.上記には、令和５年６月29日開催の第91回定時株主総会終結の時をもって退任した取締役
（監査等委員を除く）２名を含んでおります。

２.取締役（監査等委員を除く）の報酬限度額は、平成28年６月29日開催の第84回定時株主総
会において、年額300百万円以内（ただし、使用人分給与は含まない）と決議いただいてお
ります。当該株主総会終結時点の取締役（監査等委員を除く）の員数は、６名です。

３.取締役（監査等委員）の報酬限度額は、平成28年６月29日開催の第84回定時株主総会にお
いて、年額100百万円以内と決議いただいております。当該株主総会終結時点の取締役（監
査等委員）の員数は、３名です。

４.取締役会は、代表取締役社長である深沢隆に対し各取締役の基本報酬の額及び賞与の評価配
分の決定を委任しております。委任した理由は、当社全体の業績等を勘案しつつ各取締役の
担当事業について評価を行うには代表取締役社長が適していると判断したためであります。
なお、委任された内容の決定にあたっては、監査等委員である取締役がその妥当性等につい
て確認いたしました。

③社外役員が当社の子会社から受けた役員報酬等の総額
該当事項はありません。

－ 27 －
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出 席 状 況 、 発 言 状 況 及 び
社外取締役に期待される役割に関して行った職務の概要

取締役（常勤監査等委員）
堀 切 良 浩

当事業年度に開催された取締役会12回のうち12回、監査等委員会
15回のうち15回に出席いたしました。社外取締役就任以降、金融
機関及び事業会社での豊富な経験と幅広い知識に基づき、経営の監
督と経営全般への助言など社外取締役に求められる役割・責務を十
分に果たしております。
監査等委員会においては、監査結果についての意見交換等、委員長
として大局的かつ専門的見地から、適宜必要な発言を行っておりま
す。また、取締役会においては、議案・審議等に必要な助言・発言
等を行っております。

取締役（常勤監査等委員）
近 藤 一 樹

当事業年度に開催された取締役会12回のうち12回、監査等委員会
15回のうち15回に出席いたしました。社外取締役就任以降、金融
機関及び事業会社での豊富な経験と幅広い知識に基づき、当社経営
に対する実効性の高い監督等に十分な役割・責務を果たしておりま
す。
取締役会及び監査等委員会においては、議案・審議等に必要な助
言・発言等を行っております。

取締役（監査等委員）
元 結 正 次 郎

当事業年度に開催された取締役会12回のうち12回、監査等委員会
15回のうち15回に出席いたしました。社外取締役就任以降、特
に、長年にわたる東京工業大学での研究の経験を活かした構造設計
の専門的な立場による多角的な観点から、監督、助言等を行うな
ど、当社経営の意思決定の妥当性・適正性を確保するための適切な
役割を果たしております。
取締役会及び監査等委員会においては、議案・審議等に必要な助
言・発言等を行っております。

(3) 社外取締役に関する事項
①他の法人等の重要な兼職の状況及び当社と当該他の法人等との関係

社外取締役（監査等委員）元結正次郎氏は、国立大学法人東京工業大学の名誉教授でありま
す。国立大学法人東京工業大学と当社との間には特別な利害関係はありません。

②当事業年度における主な活動状況

－ 28 －
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支 払 額
公認会計士法（昭和23年法律第103号）第２条第１項の業務に
係る報酬等の額 48百万円

当社及び子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財産上
の利益の合計額 48百万円

４．会計監査人の状況
(1) 会計監査人の名称

EY新日本有限責任監査法人

(2) 当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額

（注）１.当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監
査の監査報酬等の額を明確に区分しておらず、実質的にも区分できませんので、上記の報酬等の
額にはこれらの合計額を記載しております。

２.当社監査等委員会は、EY新日本有限責任監査法人の報酬について、会計監査人の監査計画の内
容、会計監査の職務遂行状況及び報酬見積り算出根拠などが適切であると判断し、これに同意い
たしました。

(3) 会計監査人の解任又は不再任の決定の方針
監査等委員会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等、その必要があると判断した場

合は、株主総会に提出する会計監査人の解任又は不再任に関する議案の内容を決定いたします。
また、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当すると認められる場合は、

監査等委員全員の同意に基づき、会計監査人を解任いたします。この場合、監査等委員会が選定
した監査等委員は、解任後最初に招集される株主総会において、会計監査人を解任した旨及びそ
の理由を報告いたします。

－ 29 －
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連 結 貸 借 対 照 表
（令和６年３月31日現在）

（単位：千円）
資 産 の 部 負 債 の 部

流 動 資 産
現 金 預 金
受 取 手 形
電 子 記 録 債 権
完成工事未収入金等
契 約 資 産
未 成 工 事 支 出 金
材 料 貯 蔵 品
そ の 他
貸 倒 引 当 金

固 定 資 産
有 形 固 定 資 産
建 物 ・ 構 築 物
機 械 ・ 運 搬 具
工 具 器 具 備 品
土 地
リ ー ス 資 産
建 設 仮 勘 定
無 形 固 定 資 産
投 資 そ の 他 の 資 産
投 資 有 価 証 券
そ の 他
貸 倒 引 当 金　

27,367,624
9,800,212
103,429

1,082,408
7,503,546
7,691,156
685,992
137,740
396,415
△33,278

48,942,485
18,016,096
9,152,516
710,044
118,918

7,224,046
48,261

762,309
171,820

30,754,568
30,460,432

294,141
△5　

流 動 負 債 13,410,618
支払手形・工事未払金等 2,784,222
短 期 借 入 金 7,473,500
未 払 法 人 税 等 440,068
契 約 負 債 1,456,108
完成工事補償引当金 19,827
賞 与 引 当 金 514,359
工 事 損 失 引 当 金 21,000
そ の 他 701,533

固 定 負 債 11,504,341
長 期 借 入 金 3,751,000
繰 延 税 金 負 債 5,851,552
役員退職慰労引当金 13,593
退職給付に係る負債 397,124
そ の 他 1,491,071
負 債 合 計 24,914,959

純 資 産 の 部
株 　 主 　 資 　 本 39,307,318
資 本 金 3,000,012
資 本 剰 余 金 1,857,961
利 益 剰 余 金 34,604,438
自 己 株 式 △155,093

その他の包括利益累計額 12,087,832
その他有価証券評価差額金 12,014,472
退職給付に係る調整累計額 73,359
純 資 産 合 計 51,395,150

資 産 合 計 76,310,110 負 債 ・ 純 資 産 合 計 76,310,110

－ 30 －
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連結損益計算書

連 結 損 益 計 算 書

(令和 5 年 4 月 1 日から
令和 6 年 3 月31日まで)

（単位：千円）
科 目 金 額

売 上 高 33,342,416
完 成 工 事 高 31,082,250
不 動 産 事 業 売 上 高 2,260,166

売 上 原 価 27,780,364
完 成 工 事 原 価 26,804,935
不 動 産 事 業 売 上 原 価 975,429

売 上 総 利 益 5,562,052
完 成 工 事 総 利 益 4,277,315
不 動 産 事 業 総 利 益 1,284,736

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 2,383,814
営 業 利 益 3,178,237

営 業 外 収 益 869,403
受 取 利 息 配 当 金 724,842
持 分 法 に よ る 投 資 利 益 131,441
そ の 他 13,119

営 業 外 費 用 230,434
支 払 利 息 66,133
シ ン ジ ケ ー ト ロ ー ン 手 数 料 162,400
そ の 他 1,901
経 常 利 益 3,817,207

特 別 損 失 33,406
固 定 資 産 除 却 損 33,406
税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 3,783,800
法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 1,067,531
法 人 税 等 調 整 額 △65,890
当 期 純 利 益 2,782,159
親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益 2,782,159

－ 31 －
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貸 借 対 照 表
（令和６年３月31日現在）

（単位：千円）
資 産 の 部 負 債 の 部

流 動 資 産
現 金 預 金
受 取 手 形
電 子 記 録 債 権
完 成 工 事 未 収 入 金
不動産事業未収入金
契 約 資 産
未 成 工 事 支 出 金
材 料 貯 蔵 品
そ の 他
貸 倒 引 当 金

固 定 資 産
有 形 固 定 資 産
建 物
構 築 物
機 械 装 置
車 両 運 搬 具
工 具 器 具 備 品
土 地
リ ー ス 資 産
建 設 仮 勘 定
無 形 固 定 資 産
ソ フ ト ウ ェ ア
そ の 他
投 資 そ の 他 の 資 産
投 資 有 価 証 券
関 係 会 社 株 式
長期営業外未収入金
そ の 他
貸 倒 引 当 金　

25,953,151
8,341,837
103,429

1,082,408
7,742,073

9,519
7,691,156
564,016
24,867

427,731
△33,889

47,637,212
15,739,208
7,820,331
254,331
247,427

1,451
106,107

6,822,003
42,899

444,655
161,783
143,194
18,589

31,736,220
29,930,618

590,035
33,000

1,184,426
△1,861　

流 動 負 債 13,096,225
工 事 未 払 金 2,763,945
短 期 借 入 金 7,473,500
未 払 金 368,624
未 払 法 人 税 等 359,225
契 約 負 債 1,456,108
完成工事補償引当金 19,827
賞 与 引 当 金 460,000
工 事 損 失 引 当 金 21,000
そ の 他 173,995

固 定 負 債 11,288,677
長 期 借 入 金 3,751,000
長期預り敷金保証金 1,353,762
繰 延 税 金 負 債 5,772,007
退 職 給 付 引 当 金 278,078
そ の 他 133,828
負 債 合 計 24,384,902

純 資 産 の 部
株 主 資 本 37,232,444
資 本 金 3,000,012
資 本 剰 余 金 1,658,242
資 本 準 備 金 1,658,242
利 益 剰 余 金 32,684,475
利 益 準 備 金 750,003
そ の 他 利 益 剰 余 金 31,934,472
固定資産圧縮積立金 2,290,581
別 途 積 立 金 7,700,000
繰 越 利 益 剰 余 金 21,943,890

自 己 株 式 △110,287
評 価 ・ 換 算 差 額 等 11,973,017
その他有価証券評価差額金 11,973,017
純 資 産 合 計 49,205,461

資 産 合 計 73,590,364 負 債 ・ 純 資 産 合 計 73,590,364

－ 32 －
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損益計算書

損 益 計 算 書

(令和 5 年 4 月 1 日から
令和 6 年 3 月31日まで)

（単位：千円）
科 目 金 額

売 上 高 33,351,043
完 成 工 事 高 31,082,250
不 動 産 事 業 売 上 高 2,268,793

売 上 原 価 28,224,392
完 成 工 事 原 価 27,248,962
不 動 産 事 業 売 上 原 価 975,429

売 上 総 利 益 5,126,651
完 成 工 事 総 利 益 3,833,287
不 動 産 事 業 総 利 益 1,293,363

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 2,304,848
営 業 利 益 2,821,803

営 業 外 収 益 759,875
受 取 利 息 配 当 金 744,809
そ の 他 15,066

営 業 外 費 用 231,381
支 払 利 息 66,133
シ ン ジ ケ ー ト ロ ー ン 手 数 料 162,400
そ の 他 2,848
経 常 利 益 3,350,297

特 別 損 失 33,406
固 定 資 産 除 却 損 33,406
税 引 前 当 期 純 利 益 3,316,891
法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 955,606
法 人 税 等 調 整 額 △94,419
当 期 純 利 益 2,455,704

－ 33 －
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連結計算書類に係る会計監査報告

指定有限責任社員
業務執行社員 公認会計士 遠 藤 正 人
指定有限責任社員
業務執行社員 公認会計士 藤 森 允 浩

独立監査人の監査報告書
令和６年５月 2 4 日

株式会社　巴コーポレーション
取締役会　御中

EY新日本有限責任監査法人
東 京 事 務 所

　
監査意見

当監査法人は、会社法第４４４条第４項の規定に基づき、株式会社巴コーポレーションの令和５年４月１日から
令和６年３月３１日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主
資本等変動計算書及び連結注記表について監査を行った。

当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠し
て、株式会社巴コーポレーション及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益
の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準に

おける当監査法人の責任は、「連結計算書類の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我
が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその
他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判
断している。

その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示す

ることにある。また、監査等委員会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締役の
職務の執行を監視することにある。

当監査法人の連結計算書類に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその
他の記載内容に対して意見を表明するものではない。

連結計算書類の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の
記載内容と連結計算書類又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討するこ
と、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにあ
る。

当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を
報告することが求められている。
　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

連結計算書類に係る会計監査報告

－ 34 －
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連結計算書類に係る会計監査報告

連結計算書類に対する経営者及び監査等委員会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類を作成し

適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作成し適正に表
示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類を作成することが適切であ
るかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事
項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

連結計算書類の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正又は誤謬による重要な虚

偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から連結計算書類に対する意
見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、連結
計算書類の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門
家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査

手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分
かつ適切な監査証拠を入手する。

・　連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リ
スク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討す
る。

・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理
性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・　経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠
に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められる
かどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において連結計
算書類の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する連結計算書類の注記事項が適切でない場
合は、連結計算書類に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日
までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる
可能性がある。

・　連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して
いるかどうかとともに、関連する注記事項を含めた連結計算書類の表示、構成及び内容、並びに連結計算書類が
基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

・　連結計算書類に対する意見を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分かつ適切な監査証
拠を入手する。監査人は、連結計算書類の監査に関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単
独で監査意見に対して責任を負う。
監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制の

重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。
監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じてい
る場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について
報告を行う。

利害関係
会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係

はない。
以　上

－ 35 －
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計算書類に係る会計監査報告

指定有限責任社員
業務執行社員 公認会計士 遠 藤 正 人
指定有限責任社員
業務執行社員 公認会計士 藤 森 允 浩

独立監査人の監査報告書
令和６年５月 2 4 日

株式会社　巴コーポレーション
取締役会　御中

EY新日本有限責任監査法人
東 京 事 務 所

　監査意見
当監査法人は、会社法第４３６条第２項第１号の規定に基づき、株式会社巴コーポレーションの令和５年４月１

日から令和６年３月３１日までの第９２期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等
変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書（以下「計算書類等」という。）について監査を行った。

当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、
当該計算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準に

おける当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が
国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任
を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示す

ることにある。また、監査等委員会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締役の
職務の執行を監視することにある。
当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその他

の記載内容に対して意見を表明するものではない。
計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の記

載内容と計算書類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、ま
た、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。
当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を

報告することが求められている。
その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

計算書類に係る会計監査報告

－ 36 －



招
集
ご
通
知

株
主
総
会
参
考
書
類

事
業
報
告

計
算
書
類

監
査
報
告

2024/05/28 18:15:48 / 23070564_株式会社巴コーポレーション_招集通知_電子提供措置用

計算書類に係る会計監査報告

計算書類等に対する経営者及び監査等委員会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類等を作成し適

正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類等を作成し適正に表示す
るために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成することが適切であるか
どうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を
開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

計算書類等の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬による重要な虚偽

表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から計算書類等に対する意見を
表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、計算書類
等の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門
家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査

手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分
かつ適切な監査証拠を入手する。

・　計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リス
ク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理
性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・　経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に
基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるか
どうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において計算書類
等の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する計算書類等の注記事項が適切でない場合は、
計算書類等に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入
手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性が
ある。

・　計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠してい
るかどうかとともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内容、並びに計算書類等が基礎と
なる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。
監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制の

重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。
監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じてい
る場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について
報告を行う。

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

－ 37 －
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監査等委員会の監査報告

監　査　報　告　書
当監査等委員会は、令和５年４月１日から令和６年３月31日までの第92期事業年度における取締役の

職務の執行を監査いたしました。その方法及び結果につき以下のとおり報告いたします。

１．監査の方法及びその内容
監査等委員会は、会社法第399条の13第１項第１号ロ及びハに掲げる事項に関する取締役会決議の

内容並びに当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）について取締役及び使用人等
からその構築及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明す
るとともに、下記の方法で監査を実施いたしました。
①　監査等委員会が定めた監査等委員会監査等基準に準拠し、監査の方針、職務の分担等に従い、会
社の内部統制部門と連携の上、重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行に関
する事項の報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事
業所において業務及び財産の状況を調査いたしました。また、子会社については、子会社の取締役
及び監査役等と意思疎通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会社から事業の報告を受けまし
た。

②　会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するとと
もに、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。
また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会社計算規則
第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」等に従って整備している旨の通知を
受け、必要に応じて説明を求めました。なお、監査上の主要な検討事項については、EY新日本有限
責任監査法人と協議を行うとともに、その監査結果の実施状況について報告を受け、必要に応じて
説明を求めました。

以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照表、
損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結
貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）について検討いたしまし
た。

監査等委員会の監査報告

－ 38 －



招
集
ご
通
知

株
主
総
会
参
考
書
類

事
業
報
告

計
算
書
類

監
査
報
告

2024/05/28 18:15:48 / 23070564_株式会社巴コーポレーション_招集通知_電子提供措置用

監査等委員会の監査報告

２．監査の結果
(1) 事業報告等の監査結果
①　事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認
めます。

②　取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認められ
ません。

③　内部統制システムに関する取締役会の決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制
システムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認め
られません。

(2) 計算書類及びその附属明細書の監査結果
会計監査人EY新日本有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

(3) 連結計算書類の監査結果
会計監査人EY新日本有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

常勤監査等委員 堀 切 良 浩 ㊞
常勤監査等委員 近 藤 一 樹 ㊞
監 査 等 委 員 元 結 正 次 郎 ㊞

令和６年５月27日
株式会社　巴コーポレーション　監査等委員会

　
（注）常勤監査等委員堀切良浩、近藤一樹及び監査等委員元結正次郎は、会社法第２条第15号及び第

331条第６項に規定する社外取締役であります。

以　上

－ 39 －
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地図

株主総会会場ご案内

会　　場：東京都中央区勝どき四丁目６番２号　パークタワー勝どきミッド
　　　　　当社本社７階会議室　（会場が昨年度と異なっております。）
電　　話：０３－３５３３－５３１１(代表)
アクセス：地下鉄／都営大江戸線勝どき駅地下直結　徒歩３分

◀豊海水産埠頭 月島▶
清　澄　通　り

▲
築地・銀座

晴
　
海
　
通
　
り

晴海
▼

ローソン
ファミリーマート

月島第二
児童公園

勝どき
ビュータワー

勝どき
サンスクェア

三菱UFJ銀行マクドナルド
キュラーズ

都営地下鉄 大江戸線 勝どき駅

地下連絡通路

地下オフィスエントランス１階オフィスエントランス

消防署

パークタワー
勝どきミッド

パークタワー
勝どきサウス

グランドマリーナ東京

トヨタ
モビリティ東京

ローソン
A5

A3a A3b

お願い：駐車場の準備がないため、車でのご来場はご遠慮ください。


